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ビジネスモデル×事業

気候変動や海洋プラスチック問題等を背景として、脱炭素社
会への移行や環境負荷低減の重要性は日に日に高まってい
ます。当グループでは、社会や人々の生活に不可欠な石油
製品・化学素材の安定供給を着実に果たしながら、脱炭素
社会の実現に貢献することを最重要テーマに掲げています。
エネルギーおよび素材分野において、経済価値に加え環境
価値・社会価値を伴った事業の構想・実行を通じ、社会課
題の解決に貢献するグループを目指します。

石油・化学ソリューショングループ
Petroleum & Chemicals Solution Group

マテリアリティ

グループの強み・戦略

主要な成長ドライバー

世界のPE/MEG需要 世界のメタノール需要 世界のアンモニア需要

需要が堅調な燃料・素材の安定供給を果たしつつ、低・脱炭素社会実現に貢献するソリューションを実行していきます。

ビジネスモデルの事例
グループの強み

中期経営戦略2024に 
おける戦略

今後の成長見通し

中期経営戦略2021総括

• トレーディング事業・製造事業を通じて獲得した幅広い顧客基盤、業界プレゼンス、市場インテリジェンス

•  脱炭素社会の実現に向けた次世代燃料や環境に対応した化学素材事業（製品リサイクル、バイオ、カーボ
ンリサイクル）の構想力と実行力

• 長年の電力燃料供給実績とアンモニア製造事業の運営経験に基づく燃料アンモニア事業の構築力

関連するマテリアリティ

事業とマテリアリティとの関連性

燃料・素材の低・脱炭素化に向けた貢献を果たすべく、以下4つを優先テーマに、規模感と経済性を伴った取り組みを加速していきます。

「足元の供給責任を果たして安定収益を上げながら既存の仕事の環境負荷を下げていくこと」、その上で、
「脱炭素という課題解決に、エネルギー・素材それぞれの分野で現実的なソリューションを世の中に提示
し、規模感を以って取り組むこと」、この二正面作戦に取り組んでいきます。顧客ニーズに応じた脱炭素ソ
リューション提供に向けて、規模感・経済性を伴ったEX・MX製造事業への参画を検討します。

①燃料アンモニア（発電向け低炭素アンモニアサプライチェーンの構築、他用途・産業への横展開）②カー
ボンリサイクル燃料・素材事業（CO2の多様な炭化水素へのリサイクル）③バイオ燃料・素材事業（持続可能
性に配慮されたバイオケミカル事業等）④製品リサイクル事業（低炭素・循環型社会に貢献するプラスチック
等のリサイクル）を優先テーマとしEX・MX案件組成に取り組んでいきます。

対面業界課題である「次世代エネルギーへの対応（EX）」と「既存製品と同等の機能・安定供給力を有し、
環境負荷が低減された化学素材への転換（MX：マテリアル・トランスフォーメーション）」をグループの最優
先テーマと位置付け、燃料アンモニア・カーボンリサイクル・バイオ・製品リサイクル事業に着手しました。基
盤事業の強化・転換も通じ、収益規模・資産効率向上を推進しました。

　低・脱炭素化は当グループが対面する燃料・素材分野における最優先課題です。当グループは、移行期における安定供給を通じて社会を
支えながら、事業を通じ培ってきた知見や既存インフラを活用し、環境負荷の低い燃料・素材供給の事業化に取り組み、脱炭素社会、循環
型社会の実現を目指します。発電燃料においては、クリーンエネルギーとして普及が期待される水素の社会実装に向け、水素の輸送・貯蔵手
段として優れたアンモニアを主軸に事業化を検討していきます。輸送燃料においては電化難易度が高いとされる航空燃料の低炭素化に向け
たSAF（Sustainable Aviation Fuel）の事業化などに取り組んでいきます。化学素材においては、プラスチックなどのリサイクル事業のさら
なる強化に加え、バイオ関連事業やCO2を原料とするカーボンリサイクル事業の構築に取り組み、循環型社会の実現、規模感あるCO2排出
削減を目指します。

脱炭素社会への貢献 自然資本の保全と 
有効活用

持続可能で安定的な社会と 
暮らしの実現
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常務執行役員
石油・化学ソリューション
グループCEO

Our Vision 石油・化学ソリューショングループの組織

石油製品関連事業および、低炭素社会の
実現に向けた燃料アンモニア等次世代エ
ネルギー事業

化学素材関連製造販売事業および、環境
課題解決に資する新規事業

化学原料および製品のトレーディング事
業および、同事業を通じた「成長の芽」の
発掘

天然ガス EX
【発電燃料】

EX
【輸送燃料】

MX
【化学素材】
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植物など

資源プラスチック

■■■■ PE　　■■■■ MEG
出典：ICIS（PE）、Woodmac（MEG）

出典：IHS（メタノール） 出典： Fertecon（IHS）（燃料アンモニアは除く）

次世代燃料・石油事業本部 環境素材・化学事業本部 グローバルマーケティング本部

CO2

優先取り組みテーマ

❶ 燃料アンモニア

❷ カーボンリサイクル燃料・素材

❸ バイオ燃料・素材

❹ 製品リサイクル

発電向け低炭素アンモニアサプライ
チェーンを構築

SAF製造事業への参画検討

日本におけるバイオエチレン誘導品
製造事業へ参画検討

PETケミカルリサイクル事業強化

川下川上

H2
水素

68 69MITSUBISHI CORPORATION MITSUBISHI CORPORATION

営
業
グ
ル
ー
プ
の
価
値
創
造

2




